第21回　施設処遇検討会議　議事録

H19.9.3　13:30～15:30

青山荘地域交流室

　　　　　　　　　出席者：長谷部A.O.M・小坂・山田・山口・三浦

馬渡・下平・佐々木・外山（実習生）

（欠席者：千葉C.E.O・秋山S.G.M・清水S.G.M・原・小松）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 記　録：佐々木

議題

１：田澤　勝敏様（青山荘利用者様）の処遇について

２：細越　定生様（青明舎入所者様）の処遇について

３：上岩　英治様（青風荘入所者様）の処遇について

1.青山荘　田澤　勝敏様

病名：統合失調症　　　　合併症：

<問題点>

①自宅退所に向けた支援

・本人の自宅生活行動・能力が具体的に把握されていない。

· 三男様が未だ転居していない

　＜介入方法＞

○「自宅体験外泊」は必ず行い、生活上の課題点を把握し、その部分に対する支援を本人と一緒に計画する。

· 面談など口頭だけで本人に課題点を確認し、本人に留意して行って頂くことは困難であり、実際に生活して頂いた上で「出来る部分」と「出来ない部分」を確認する。

＊注意点→生活リズム、食事、清掃、保清、火・電化製品の使用、緊急時の連絡方法、家族交流、運動、余暇活動　など

· 環境変化に弱く、青山荘で行えていることであっても行えなくなることなどが考えられる。「何時に」「どこで」「何を行うか」など本人と一緒に決定してその通りに行って頂くことも必要となる。

→実際に盆外泊時なども家事の内容など事前に決定していたが、その通りに行うことはなかった。

· 家族交流（三男様との関係性など）や近所とのトラブルがないか、トラブルの原因となることはないか確認する必要がある。

· 地域活動支援センターの利用方法・支援実施内容などを実際に体験し、生活パターンに慣れる。

· 注意されることがストレスの増長に繋がり行動力の低下に繋がることが多い。本人の趣味活動を職員・他者と一緒に行う事や、趣味拡大する事でストレスの除去を図る。また、良い点については正の評価を行う。　（例：映画の話題をする）　→地域での交流活動に参加する

〇障害区分認定申請

· むつ市障害福祉課と相談し、障害区分認定申請を8月中旬に行っている。申請の理由としては、体験外泊時から必要であると考えられる居宅介護事業（健康管理・相談・家事援助・趣味活動）、突然の問題（精神・身体）があった場合の短期入所支援事業（生活の乱れ、三男様との関係性悪化時の為）を利用するため。

＊むつ市では精神科の訪問看護は殆ど行われておらず、地域活動支援センターでも訪問は行っていない。

〇生活訓練施設（ハートランドさくら）　入所準備

· 本人は「三男と一緒に生活しても大丈夫」と話すが、三男様との同居により外泊中も三男様の生活に合わせ、決められた生活行動を行えないことやストレスとなった為か帰荘後他者へ攻撃的となることが窺え、退所日までに充分な自宅体験外泊できない場合などに関してはむつ市生活訓練施設「ハートランドさくら」への入所とすることを本人・保護者・主治医などとも検討しており、電話連絡などを通し、入所目的（予定）などをハートランドさくらに伝えている。

〇ケア会議

· 今後、本人の課題および必要とされる支援を本人・保護者・関係機関で話し合い、今後その内容を実施していく。退所先は三男様の転居や関わりにより変動することもあり、生活訓練施設入所など、様々なケースが考慮される為、9月中旬～10月中旬の期間でケア会議を実施する予定。

必要であれば青山荘職員から直接三男様に本人の今後の訓練内容（外泊訓練など）の説明をし、理解を得る。
＜評価＞

三男の転居の日程については具体的に決まっておらず、今後調整が必要。むつへ転居してからの活動内容・周囲の支援体制をもう少し明確に決め、特に保護者の次男を巻き込んで何かしら役割を依頼してはどうか。慌しく自宅へ戻るよりは、むつの受け入れ先経由でサービス等を利用ししばらく環境に慣れてから自宅へ帰ってもいいのではないか。まずは、本人への支援を明確にして具体的なプランを組み、本人・支援者で検討していく。

　記載者は介入方法についてもう少し簡潔にまとめて欲しい。

２：細越　定生様（青明舎入所者様）の処遇について

　　病名：統合失調症　　　　　　　合併症：

　

＜問題点＞

1 体重調整（食事について）

2 生活上の悩みについて

　＜介入方法＞

①・食事について本人との面談を行う。

・休日は青明舎の食事サービスを利用する。

・サービス（食事宅配サービス）の利用をする。

②・休日は青明舎を利用している事が多い為、本人と面談を通し悩み事を引き出しその都度対応する。

・来所した際はスタッフから話し掛け、悩みを引き出す。

・普段の会話の中から本人の悩みを探す。
＜評価＞

天気の良い日は毎週青明舎に来所され、他者との交流の場・憩いの場として利用されている。問題点・介入方法についてもそうであるが、本人についての情報が不足している（幸房・外来・自宅等での状況について）。頻回に利用されている方でもあるので、本人との関わりを密にして関係性を作ることが先ではないか。本人と信頼関係を結んでから抱えている問題やそれについての介入方法を明らかにしていくことが望ましい。

３：　上岩　英治様（青風荘入所者様）の処遇について

病名：統合失調症　　　　　　　　　合併症：難治性胃潰瘍・白内障・糖尿病（18単位）・高脂血症

　＜問題点＞

1 対人関係

　（コミニュケ－ション技術が未熟な為、スム－ズに会話ができない。自分に都合の悪い話しだと睨みつけて独語する。）

2 病気に対して（合併症）理解がない。

（減量できている為、何を食べても良いと考えており、指導を受け入れない事が多い。）

3 基本的な保清ができない。

　（何日も同じ衣類を着け、汚れているという意識がない。）

　＜介入方法＞

1 独語・睨みがエスカレ－トする場合はスタッフが声をかけ、話しを聞きながら本人様の様子を確認する。

· 他者に、その行為が向かっている際はトラブルにならないようにスタッフが介入する。

· 本人様が何を要求しているのか、何か言いたい事があるのか引き出していく。

②　・自分の都合のよい解釈をしている為、健康プログラムを通して学習する。（減量は出来ても検査結果は注意が必要な事を説明していく。）

・　おやつ購入前に本人と内容を確認し、アドバイスする。

· 必要に於いては外来受診時にDｒからの指導を依頼する。

③　・本人様にいつ着替えたのか、また今、着用している衣類は何日着ているのか声かけしていく。

・入浴は短時間で済ませる為、入浴時に声かけする。

· 時期に合った服装であるか、周りと調和がとれているか本人に確認して頂く。また、勉強会で学習する。

＜評価＞

　青山荘入所への希望は、何度か場を設けて説明しているものの理解できていない様子。本人の独語は固定されたもので、その都度介入必要。糖尿病であるが、食事・間食に関するアドバイスにも被害的になり聞き入れない状態でうまくコントロールできずにいる。現状を維持しながら、青風荘内でのスキルアップの為に本人の話を聞きながら、目標立て・評価を実施し、達成感を得られるように支援していく。

